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特集　災害に備える
04-05　ウミガメの上陸・産卵調査結果、私たちの健康
06-07   すなおにキビキビ体操曲募集 ほか
08-11   シマの話題、コラム 
12-15   お知らせ、島の宝　
16　　  大和村長のフォトダイアリー　ほか
表紙：「いもーれ学校週間」に開催された大棚小でのもちつき（詳細は 8 ページ）



毛陣トンネル入り口付近

津名久集落

大和浜集落

災害に備える

災
害
時
の
心
構
え

◇
避
難
場
所
の
確
認

◇
最
新
の
情
報
を
入
手

◇
災
害
時
は
む
や
み
に
外
出
し
な
い

◇
避
難
用
具
の
場
所
の
確
認

◇
断
水
時
の
水
の
確
保

◇
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
で
は
家
財
道
具
や

生
活
用
品
を
高
い
と
こ
ろ
に
移
動

◇
病
人
や
乳
幼
児
、
障
害
者
な
ど
を
事
前
に

避
難
さ
せ
る

◇
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
前
兆
に
注
意
を
払
う

非
常
用
の
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
よ
う

□
貴
重
品
類
（
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
な
ど
）

□
避
難
用
具

　
（
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

□
情
報
収
集
用
具

　
（
携
帯
電
話
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
）

□
感
染
症
対
策
（
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
）

□
生
活
用
品

　
（
携
帯
用
カ
イ
ロ
、
軍
手
、
ス
リ
ッ
パ
、
ラ
イ
タ
ー
、

　

筆
記
用
具
、　

携
帯
用
ト
イ
レ
、
着
替
え
、
歯
ブ
ラ
シ
、

　

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、　

缶
切
り
、
ナ
イ
フ
な
ど
）

□
非
常
食
品
（
缶
詰
、
栄
養
補
助
食
品
、
飲
料
水
）

□
救
急
用
具

津波にさらわれ大和港沖
に流された人を、航空自
衛隊のヘリにより救助す
る訓練

　

10
月
24
日
、
思
勝
港
湾
で
大
和
村
災
害
対
策
本
部
と
消
防
分
駐
所
、

そ
し
て
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
合
同
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
想
定
は
、
地
震
に
よ
り
「
大
津
波
警
報
」
が
発
表
さ
れ
大
和
村
全
域

に
４
メ
ー
ト
ル
弱
の
津
波
が
来
襲
。
津
波
に
よ
り
２
人
の
行
方
不
明
者

が
発
生
し
、
消
防
と
自
衛
隊
が
捜
索
を
行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
訓

練
の
他
に
、
中
学
生
や
村
議
員
の
ヘ
リ
の
試
乗
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

が
あ
り
、
近
隣
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
訓
練
を
見
守
り
ま
し
た
。

陸
・
空
自
衛
隊
と
共
同
の
災
害
対
応
訓
練

地震発生から災害対策本
部を設置し避難指示を発
令。被害状況や自衛隊の
救助要請などを行った

役場職員が自宅から役場
に向かう際に車ごと津波
にさらわれたと想定。陸
上自衛隊が救出する訓練

航空自衛隊のヘリコプタ
ーに試乗した中学生たち

こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

●
洪
水
に
な
っ
た
ら
●

◇
洪
水
の
中
の
歩
行
は
男
性
で
約
70
セ
ン
チ
、

　

女
性
で
約
50
セ
ン
チ
ま
で
（
平
地
で
流
れ
が

　

な
い
場
合
）。
無
理
は
禁
物

◇
裸
足
や
長
靴
は
禁
物
。
ひ
も
で
縛
ら
れ
る
運
動

　

靴
で
避
難

◇
移
動
す
る
お
互
い
の
体
を
ロ
ー
プ
で
結
び
、

　

一
列
に
な
っ
て
避
難

◇
足
下
に
注
意
、
長
い
棒
を
杖
代
わ
り
に
し
て

　

安
全
を
確
認

●
地
震
が
起
き
た
ら
●

◇
あ
わ
て
ず
さ
わ
が
ず
冷
静
に

◇
揺
れ
が
止
ま
っ
た
ら
ま
ず
火
の
始
末

◇
逃
げ
道
の
確
保

◇
塀
ぎ
わ
、
が
け
、
川
べ
り
に
は
近
づ
か
な
い

◇
荷
物
は
最
小
限
に

※
家
具
の
横
転
も
考
慮
し
、
普
段
か
ら
配
置
を
考

え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す

●
津
波
が
起
き
た
ら
●

◇
た
だ
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
高
台
な
ど
安
全
な

　

場
所
へ
避
難

◇
津
波
注
意
報
で
も
海
水
浴
や
磯
釣
り
は
や
め
る

◇
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、
警
報
や

　

注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
海
岸
に
は
近
づ
か

　

な
い

奄美豪雨

特集

　

猛
烈
な
勢
い
で
屋
根
を
叩
く
大
粒
の

雨
、
あ
ふ
れ
そ
う
な
茶
色
い
川
、
高
ま
る

不
安
と
恐
怖
…
…

　

10
年
前
の
平
成
22
年
10
月
20
日
、
奄

美
地
方
北
部
は
台
風
13
号
の
影
響
に
よ

り
、
猛
烈
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
島

内
で
の
被
害
は
甚
大
で
、
死
者
３
名
、
家

屋
の
全
半
壊
６
０
３
棟
、
床
上
床
下
浸
水

８
８
６
棟
、
被
害
総
額
１
１
５
億
円
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
大
和
村
で
も
４
集
落

１
６
９
世
帯
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、
大

和
浜
の
滝
ノ
川
水
系
と
、
湯
湾
釜
の
高
辻

川
に
お
い
て
土
石
流
が
発
生
。
濁
流
が
集

落
に
流
れ
込
み
、
家
屋
は
泥
水
に
浸
か
り
、

自
動
車
ま
で
も
押
し
流
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
県
道
沿
い
で
十
数
か
所
の
が
け

崩
れ
が
発
生
。
毛
陣
ト
ン
ネ
ル
も
土
砂
で

入
り
口
が
塞
が
れ
通
行
不
能
と
な
り
、
国

直
か
ら
大
和
浜
ま
で
の
５
集
落
は
陸
の
孤

島
に
。
５
日
間
の
停
電
と
、
断
続
的
な
断

水
も
続
き
、
避
難
先
で
不
便
な
生
活
を
さ

れ
た
方
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
も
う
一
度
身
近
な
防

災
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
和

村
で
は
、
当
時
の
教
訓
を
活
か
し
、
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、
各
公
民
館
の
発

電
機
設
置
、W

i-Fi

の
整
備
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
な
ど
の
防
災
対
策
に
努
め
て

い
ま
す
。

から 10年

覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

奄
美
豪
雨

訓練の様子

　

私
た
ち
は
い
つ
ど
こ
で
災
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
災
害
に
備
え
、

い
ざ
と
い
う
時
は
適
切
な
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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私たちの健康 大和村の医療状況と健診結果から、
みなさんと健康について考えていきます。

連載③　血管が詰まる病気につながる生活スタイルとは？

脳卒中…脳の血管の障害により、
　　　　手足などに麻痺をきたす疾患。

　奄美大島におけるアカウミガメの産卵回数の減少傾向は、餌資源の減少による産卵頻度の低下や混
獲等が考えられますが、現時点では明確な因果関係は認められていません。アオウミガメについては、
奄美大島沿岸海域に一年中生息し、若い個体の生息数の増加との関連が未解明で、アカウミガメと同
様に今後の産卵回数の推移を注視する必要があります。

　また、リュウキュウイノシシによるウミガメの卵の採食が島内で確認されています。大和村のヒエン浜
では、ワイヤーメッシュによる被食防止試験が行われています。

●毎日夜 9 時過ぎに夕食
●日中、甘い缶コーヒーを３本飲む
●ほぼ毎日、お菓子をお供にビールで晩酌
●入眠時間が夜中 12 時や 1 時
●たまに運動していたが続かない
●残業ばかりで生活が不規則
●検査結果をいまいち自覚していなかった

　奄美大島では、環境省や鹿児島県、
島内５市町村、環境省奄美野生生物
保護センター、地域団体などにより
ウミガメ類の上陸・産卵調査が行わ
れています。　

　産卵地が分散しているため、無人
島や陸路の無い浜においても調査が
行われています。　

　奄美大島における 2020 年 4 月～ 9 月のウミガメの上陸回数は 772 回、産卵回数は 546 回でした。

産卵回数は昨年の 186.3% と大幅に増加しましたが、2012 年 1081 回の 50.5％となっています。

奄美大島におけるウミガメ類産卵回数

奄美大島では外洋に面する多くの浜でウミガメの産卵が確認されています。
地域の皆さんも身近な海でのウミガメの産卵状況や生息状況を見守っていきましょう！

　奄美大島では、主にアカウミガメとアオウミガ
メが産卵します。稀にタイマイの産卵がみられ、
笠利町崎原海岸が産卵の北限地となっています。
2002 年には瀬戸内町嘉徳において国内で唯一の記
録となるオサガメが産卵し話題となりました。

●毎日、血圧測定をする
●夕食を夜 19 時～ 20 時の間にとる
●お茶や水のペットボトルを持ち歩きこまめに水分補給
●夕食後の晩酌、お菓子をやめた
●ウォーキング、軽い筋トレをするようになった
●５時半起床、10 時半就寝の規則正しい生活を送っている
●白米に玄米・穀物を混ぜてカロリー減に努めたり、
　減塩に取り組んでいる
●成分表で塩分やカロリーなどを見て選ぶようになった

アカウミガメ

アオウミガメ

　脳血管疾患や急性心筋梗塞など、血管が詰まる病気で亡くなる方が多い大和村。今回は一昨年、
脳卒中を発症した男性の実体験をもとに、健康的な生活スタイルを考えてみましょう。

Before

N 氏：「ある夜、洗濯物を干す際ス

テップに上ろうとするも、ふらつ

いて上ることができなっかた。そ

の後、ろれつに違和感を感じたが、

熱中症かな？と思い、水を飲んで

就寝。翌朝、妻が顔の左側が下が

っていることに気付き急いで病院

を受診。脳卒中
*
だった。」

N 氏：「生活スタイルを変えないと

　　　　まずいことになるぞと思った。」
After

現在でも

N 氏：「あの時、検査結果を真剣に受け止めていたら…」

・ふらつきがある
・左手が動かしにくい
・飲み込みにくい
・しゃべりにくい

N 氏：「主治医から『血圧が高い』と言われていた

　　が症状がないため大丈夫と思っていた。」

しかし

あなたは今のままで大丈夫ですか？

保健福祉課　電話 57-2218

5

役場職員N氏の場合

脳卒中の体験談脳卒中の体験談 
50代 男性

　生活習慣病は、飲酒、喫煙、運動不足、肥満、ストレスなどが要因となります。発作が
起きてからでは遅い！　今日から生活スタイルを見直してみてはいかがでしょうか。

令和２年度

奄美大島におけるウミガメの

上陸・産卵調査結果について

問合せ：産業振興課０９９７ ‐ ５７ ‐ ２１５３

TOPICS
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直川智翁をたたえ、健康増進を目指す

募集対象
大和村在住者（但しグループ応募の

場合は、グループ内に大和村在住者

がいれば可とする（プロ・アマ、個

人・グループ問わず）

未成年者は保護者の同意が必要です

募集の内容
「すなおにキビキビ体操！」 のタイトルイメージと歌詞に合っ

た曲調で、 世代を超えて元気を与えるような曲

使用する楽器は問いません、 バンドでも可

※体操の製作に際し、 一部補作する場合あり

※未発表かつ他の募集に応募していない作品に限る

※応募は一人１点、 または 1 グループ１点まで

応募締切 令和 3年 1月 31日（日）

応募方法
応募用紙、 音源を下記まで郵送 （CD-R に限る）、

またはメールにて送付してください

※郵便の場合、封筒に「キビキビ体操の応募作品在中」

と明記。 メールの場合、 件名を 「キビキビ体操の応募

作品 ： 応募者の名前」 と明記してお送り下さい

【送り先】  

郵送  〒894-3105 大和村大和浜 100 番地　

　　　　  大和村役場保健福祉課

メール  hoken@v i l l . y ama to . l g . j p
（応募作品は、 入選の如何にかかわらず返却不可）

結果発表
採用結果は 2021 年 2 月中に本人に直

接通知します

※著作権のうち財産権にかかる部分は

   大和村役場への譲渡とする

問合せ  

大和村保健福祉課

0997－57－2218

QR
コード

採用者には 10万円 さらに応募者全員に村内利用可能の商品券 5 千円分進呈

む
か
し
む
か
し
の

や
ま
と
む
ら

た
い
し
を
い
だ
く

せ
い
ね
ん
が

り
ゅ
う
き
ゅ
う
こ
く
を

め
ざ
し
ま
す

あ
く
て
ん
こ
う
で

な
が
さ
れ
て

つ
い
た
と
こ
ろ
が

い
こ
く
の
ち

き
び
の
ふ
る
さ
と

や
ま
と
そ
ん

こ
こ
は
ま
ほ
ろ
ば

や
ま
と
そ
ん

・ ・ ・ ・ ・

サトウキビ栽培を始めた大和村出身の偉人！

大和村

オリジ
ナル

体操ソ
ング♪「すなおにキビキビ体操」の

オリジナル曲を募集します

歌
詞
イ
メ
ー
ジ
一
番

  

（
三
番
ま
で
あ
り
ま
す
）

※
サ
ビ
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各集落で豊年祭中止、神事のみ開催

　10 月 2 日、大和村は村内全 11 集落に向けて新
型コロナウイルス感染症対策の助成金を交付しま
した。これは、今年感染防止のため豊年祭が中止
になったことで寄付金を得られず集落の活動費が
不足するため。助成金は 10 集落に 30 万円ずつ、
志戸勘には 10 万円で総額 310 万円でした。
　代表して受け取った大和浜の中井良二区長は

「集落の伝統文化の継承活動などに役立てたい」
とコメント。今回の助成金は、感染症対策も含め
地域が元気になるような活動に使用されることを
期待しています。

集 落 に 感 染 症 対 策 の 助 成 金

教育県民週間「いもーれ学校週間」

　9 月・10 月に開催予定だった十五夜豊年祭とクガ
ツクンチ豊年祭は、新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりましたが、各集落ではご先祖様や集
落の神様に一年間のお礼と、これから一年間の無病
息災を祈る神事が縮小して行われました。
　国直では国守神社での水汲みと、男児の土俵入り
が行われ、まわしをつけた男児が抱え上げられると
親族や集落住民から拍手が送られました。その他の
集落では、トネヤでの神事や、水汲み場での奉納相撲、
土俵のお祓いなどを役員のみで開催。コロナ禍であ
ってもシマの伝統文化を大切にしていきたいですね。

　大和浜と大棚の間にある石川に、天然温泉付き
の観光施設を新設するとして村と総合美術会社グ
レイ美術が立地協定を結びました。施設は仮称「奄
美温泉大和ハナビーチリゾート」で、2022 年に天
然温泉付き宿泊施設や、日帰りバーベキューサイ
ト、亜熱帯野鳥の森植物園などをオープン予定。
大和浜出身の浜崎哲義社長は「大和村の観光事業
とも連携し、地域ぐるみで来客者をもてなし、村
全体の活性化を目指したい」とコメント。村は整
備を円滑に進めるサポートをしていきます。

天然温泉が村に！ グレイ美術と立地協定

シマの話題

　11 月 1 日～ 7 日までの間、学校を開放して地域
の方々に授業を見てもらうことで、学校・家庭・
地域社会の連携と協力の下に、教育の充実と発展
を図ることを目的とした「いもーれ学校週間」が
村内各学校で行われました。
　各学校では通常授業の他、親子読書会や避難訓
練、学習発表会なども開催。大棚小では恒例の餅
つきが行われ、近所の保育所生も見学に訪れ賑や
かな時間になりました。子どもたちは普段と違う
雰囲気に緊張したり楽しんだりしながら、いつも
の学習の成果を発揮しました。

ベビーサロン「赤ちゃんとおやつ」を開催

　赤ちゃんを連れて出掛けられる場所を作ろうと、
お菓子製造グループのお菓子のやまとやと保健福祉
課共催となるベビーサロンが、10 月 29 日に湯湾釜
分校（まほろば保育園）2 階で開催されました。
　大和村では以前よりベビーサロンを求める声が上
がっており、今回はお菓子のやまとやからお母さん
がゆっくりできる場所を作りたいという提案があっ
たことで、0 ～ 1 歳の子どもを持つ保護者向けに第
一回目を開催。会場にはボールプールやクッション
積み木、絵本などの遊具、授乳やおむつ交換スペー
ス、子ども服のフリーマーケットが用意され、保護
者にはお菓子と飲み物が提供されました。

大和村の月１ママ＆ベビーカフェ

赤ちゃんとおやつ

Okashi no YAMATOYA Presents

次回は 1月開催予定

10：00 ～ 11：30 自由入退室

場所：まほろば保育園２階（湯湾釜集落）
対象：０～１歳くらいのお子様を持つ保護
　　　者の方、出産を控えたプレママ
参加費：200 円（お菓子、飲み物付き）

ママ用お菓子
＆

ドリンク

赤ちゃん
プレイ
エリア 赤ちゃんの

お古
無料フリマ

育児相談
＆

情報交換

授乳室
おむつ交換台

あり

講師による
ワーク

ショップ

赤ちゃんを見守ってくれるボランティアも募集中！

問い合わせ
お菓子のやまとや 090 ー 6112 － 2872（三田）
保健福祉課 0997 － 57 － 2218

お菓子のやまとやのメンバーが
お菓子も手作りしている

　参加者からは「気軽に情報交換できて嬉しい」「家
にないおもちゃで遊べて良い」「日中は子どもと二人
きりだから息抜きになった」といった感想が聞かれ、
さらに「普段も場所を解放してほしい」「有料でもい
いので預かり保育も行ってほしい」などといった要望
も上がりました。
　お菓子のやまとや代表の三田もも子さんは「育児の
閉塞感やストレスを少しでも軽減できる場所を作りた
いと思った。今回はお母さんが少しの間でも赤ちゃん
から手を放してリラックスできる姿を見られて嬉しか
った。大和村が育児しやすい場所になるように、楽し
い育児スペースと健康的なお菓子を提供したい」とコ
メント。
　今後はワークショップや健康相談なども企画し、保
護者と赤ちゃんのリフレッシュの場として運営してい
く予定です。また、ベビーサロン中に赤ちゃんと遊ん
でくれる子育てボランティアを募集しています。希望
者は保健福祉課までお問い合わせください。
　また、12 月 3 日に第二回を開催予定。ゲストに小
児科医の小川結実先生をお呼びして、冬の感染症対策
やヘルスケアの方法をご指導いただきます。　
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大和村内の小中学校に、いのちの授業で伺っています。
　人は苦しくて仕方がないとき、いのちや物が大切なことが分かっていても傷つけたり壊

したりしてしまいます。どうすれば、人は苦しくても穏やかでいることができるのでしょうか。
　「苦しみ」は希望と現実の開きであり、その開きが大きければ大きいほど苦しく感じます。苦
しみは「解決できる苦しみ」と「解決できない苦しみ」に分けることができます。
　そして、解決できない苦しみがあっても「支え」があ
れば、穏やかに過ごすことができます。
　苦しんでいる人は、自分の苦しみを「分かってくれる人」
がいると嬉しいです。分かってくれる人とは「聴いてく
れる人」です。
　私たちの人生は、決して楽しいことばかりではありま
せん。うまく行かないことの方が多いかもしれません。
それでも、その苦しみから大切な支えを見つけることが
できる人は、これからも生きる力を得ることでしょう。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

  

10
月
10
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
全
５
回

ほ
ど
開
催
し
た
「
伊
勢
海
老
ス
ペ
シ
ャ

ル
デ
ィ
ナ
ー
０
円
プ
ラ
ン
」
は
、
た
く

さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
応
募
総
数
は

315
件
で
、
実
際

村
内
に
宿
泊
い
た
だ
い
た
の
は

111
人
。

奄
美
市
名
瀬
か
ら
の
応
募
が
最
も
多
く
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
宿
泊
が
7
割
を
占
め

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
地
元
の

食
材
を
贅
沢
に
使
っ
て
あ
っ
て
、
メ
ニ

ュ
ー
も
味
も
本
格
的
で
美
味
し
か
っ
た
」

「
大
和
村
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
回
答
を
い
た

だ
い
た
反
面
、
改
善
す
べ
き
ご
指
摘
も

い
た
だ
き
、
今
後
民
泊
な
ど
食
事
を
伴

わ
な
い
宿
泊
施
設
を
支
援
す
る
デ
リ
バ

リ
ー
事
業
の
良
い
練
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
調
理
と
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
た
思
勝
の
森
山
修
二
さ
ん
は
、

イ
タ
リ
ア
で
修
行
経
験
が
あ
り
、
東
京

で
お
店
も
運
営
し
て
い
た
ほ
ど
の
本
格

イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
。
そ
ん
な
プ
ロ
の

料
理
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
森

山
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
協
議

会
意
見
交
換
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
を
徹
底
す

る
こ
と
を
再
確
認
。
メ
ン
バ
ー
一
同
、

年
末
年
始
に
向
け
て
さ
ら
に
気
を
引
き

締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
和

村
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
も
も
う
す
ぐ

完
成
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　奄美野生生物保護センターは、今年で設立 20 周年をむかえ
ました。開所前の準備の段階からそして開所してからの 20 年、
大和村役場の方々、また大和村民の方々には、さまざまな場面
でお世話になりました。ありがとうございます。
　センターでは、20 周年記念として初めての試みでオンライ
ンイベントを開催し、YouTube で配信いたしました。服部正
策さんの記念講演会「服部正策が見た奄美の森の 40 年」も、
とても面白く勉強になることばかりです。YouTube で「奄美
野生生物保護センター 20 周年記念」と検索して、ぜひご覧く
ださい。

　センターは、これからも子どもたちや地元住民の方が自然環境について学べる場所、奄美群島の
自然環境を守っていく場所、また地元の方々から必要とされる場所であるように、活動していきます。
　最後に、個人的な思い出なのですが、静かにしなさいと私に叱られながらも何度も遊びにきてく
れた地元の子どもたち。その中にはすでに成人している子もいます。子どもたちにとっては怖いお
ばさんだったと思いますが、またセンターに遊びにきてくれたら嬉しいです。お待ちしております。

ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美

奄美野生生物保護センター設立 20 周年
第21回

大和診療所　住所：〒 894-3106 大和村大棚 420　電話：0997-57-2053 ／ E-mail ：yamato-cln@vil l .yamato.lg. jp

Vol. 30

文／小川 信折れない心を育てるいのちの授業

伊勢海老スペシャルディナーの内容

調理指導の森山シェフ

ヒエン浜ゲストハウスにお泊りの
お客様に配達し、料理の説明をす
る協議会スタッフ
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お
知
ら
せ

　

こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
聴
覚
や

言
語
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
、
ま
た
は
音

声
で
の
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
や
不

安
な
方
が
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

音
声
を
使
う
こ
と
な
く
１
１
９
番
通
報
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ア
プ
リ
か
ら
通
報
す
る
と
、
事
前
登
録

し
た
情
報
や
G
P
S
か
ら
取
得
し
た
位
置

情
報
に
よ
り
、
大
島
地
区
消
防
組
合
が
通

報
情
報
を
素
早
く
特
定
し
、
チ
ャ
ッ
ト
に

よ
る
文
字
の
や
り
取
り
を
活
用
し
て
通
報

内
容
を
聴
取
し
ま
す
。
登
録
す
る
と
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
通
報
場
所
を
管
轄
す
る
消

防
署
へ
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
登
録
方
法

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
用
ペ

ー
ジ
か
ら
利
用
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
用
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

方
法
①
右
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

方
法
②
「r.ohshim

a@
net119.speecan.

jp｣

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

●
保
健
福
祉
課
よ
り

　

☎
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
８

　

国
保
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
は
国
保

制
度
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
大
和

村
を
含
む
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
毎

年
8
月
と
12
月
を
「
鹿
児
島
県
県
下
一
斉

国
保
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
て

お
り
、
納
税
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
や

納
税
相
談
等
を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
大
和
村
の
取
り
組
み

・
臨
戸
徴
収

・
財
産
調
査
、
預
貯
金
、
給
与
の
差
押
さ
え

・
納
税
相
談

※
災
害
、
失
業
、
病
気
な
ど
の
や
む
を
え

な
い
事
情
で
国
保
税
を
納
期
限
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
早
め

に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

国
立
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
障
害
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】

令
和
3
年
4
月
か
ら
1
年
間

【
訓
練
科
】

情
報
電
子
科
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、

建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
O
A

事
務
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

【
募
集
期
間
】

令
和
３
年
1
月
4
日
～
2
月
10
日
ま
で

【
費
用
】

入
校
料
、
授
業
料
は
無
料
。
通
校
困
難

な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手

当
・
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
‐
4
４
‐
２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
5
２
‐
４
６
１
１

【児童扶養手当】
　次の条件にあてはまる「児童」を監護している父
または母、及び父母にかわってその児童を養育して
いる方に手当が支給されます。
　「児童」とは、18 歳に達する日以後、最初の３月
31 日（18 歳の年度末）までをいいます。一定の障害
がある場合は、20 歳未満まで手当が受けられます。
①父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
②父（母）が死亡した児童
③父（母）が重度の障害の状態にある児童
④父（母）の生死が明らかでない児童
⑤父（母）が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
⑥父（母）が引き続き１年以上遺棄している児童
⑦父（母）が法令により引き続き１年以上拘禁され
ている児童
⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑨棄て子などで、母が児童を懐胎した当時の事情が
不明である児童

■手当月額（令和２年４月から）

　全部支給：43,160 円
　一部支給：10,180 円～ 43,150 円（所得に応じて決
定されます）

〇児童が２人の場合
　全部支給：10,190 円の加算
　一部支給：5,100 円～ 10,180 円加算
　以下児童が１人増す毎に
　全部支給：6,110 円加算
　一部支給：3,060 円～ 6,110 円加算されます

【特別児童扶養手当】
　20 歳未満で、身体または精神に中度以上の障害が
ある児童を監護している父母、または父母に代わっ
てその児童を養育している方に手当が支給されます。

■手当月額（令和２年４月から）

　　１級（重度障害児）52,500 円
　　２級（中度障害児）34,970 円

　請求者及び配偶者、扶養義務者の所得が一定以上
の額を超える場合や児童が児童福祉施設などに入所
している場合、公的年金の給付を受けることができ
る場合など、手当を受け取ることができないことが
あります。詳しくは保健福祉課までお問い合わせく
ださい。

●保健福祉課より ☎０９９７ ‐ ５７ ‐ ２２１８日付 曜日 受入時間 昼食時間
受入 料金

12/26 土 平常業務（午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分） 受入有 通常

12/27 日 休み

12/28 月 平常業務（午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分）

受入有

通常

12/29 火 平常業務（午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分）
年末

特別料金12/30 水 平常業務（午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分）

12/31 木 午前 8 時 30 分～午後 3 時まで
令和 3 年
1/1 ～ 1/3 金～日 休み

1/4 ～ 月 平常業務
（午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分） 受入有 通常

※
年
末
特
別
受
入
の
３
日
間
は
、
特
別
料

金(

全
て
粗
大
ご
み
料
金)

に
な
り
ま
す
。

※
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
の
搬

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
を
対
象
に
介
護
の
費
用
負
担
の
軽

減
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、
介
護
用
品

等
の
購
入
の
た
め
の
一
部
助
成
を
行
い
ま

す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
臨
時
交
付
金
を
活
用
。
令
和
2
年
度

に
限
り
ま
す
。）

■
対
象
者

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
総
合
事
業
対

象
者
、
要
支
援 

1.２ 

、
要
介
護
１
～
５

右
記
の
者
と
同
等
で
あ
る
と
認
め
た
方

■
助
成
額 

　

一
人
あ
た
り
上
限
１
万
５
千
円

■
対
象
商
品

　

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
、
テ
ー
プ
式
オ
ム
ツ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
お
し
り
ふ
き
、
使
い
捨

て
手
袋
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
消
臭
液

　
「
介
護
用
品
引
換
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

介
護
用
品
は
次
の
取
り
扱
い
店
で
引
き
換

え
ら
れ
ま
す

・
大
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
戸
円
）

・
ま
ほ
ろ
ば
薬
局
（
大
棚
）

・
合
同
会
社
「
ひ
ら
と
み
」（
大
和
浜
）

■
引
換
券
の
利
用
期
限　

　

令
和
3
年
2
月
28
日
ま
で　

　

本
助
成
を
利
用
す
る
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
産
業
振
興
課
よ
り

☎
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
５
３

　

ミ
バ
エ
類
は
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
果
樹
や

ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
野
菜
の
大
害
虫
で

す
。
過
去
に
は
奄
美
大
島
に
も
ミ
カ
ン

コ
ミ
バ
エ
と
ウ
リ
ミ
バ
エ
が
発
生
し
、

両
種
と
も
根
絶
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
こ
と
で
す
。

　

植
物
防
疫
所
並
び
に
鹿
児
島
県
で
は

こ
れ
ら
ミ
バ
エ
類
の
侵
入
を
警
戒
し
て

お
り
、
ト
ラ
ッ
プ
調
査
、
果
実
調
査
、

誘
引
剤
を
含
ま
せ
た
誘
引
板
（
テ
ッ
ク

ス
板
）
を
用
い
た
侵
入
警
戒
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。　

　

住
民
の
皆
様
方
に
は
、
集
落
内
に
あ

る
利
用
さ
れ
て
い
な
い
果
実
（
バ
ン
シ

ロ
ウ
、
島
ミ
カ
ン
な
ど
）
の
除
去
、
伐

採
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

門
司
植
物
防
疫
所
名
瀬
支
所

　

０
９
９
７-

５
２-

０
４
５
９

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
特
殊
病
害
虫
係　

０
９
９
７-

５
２-

０
２
９
９

【
介
護
用
品
等
購
入
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

【
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

　
　
　
　
　

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
】

【児童扶養手当・特別児童扶養手当について】

【
ミ
バ
エ
類
の
侵
入
警
戒
に
ご
協
力
を
】

【
令
和
2
年
度
年
末
年
始

　
　
　
　
　
　
　

ご
み
受
入
日
程
】

【
国
保
税
の
納
入
に
つ
い
て
】

【
N
E
T
1
1
9
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
】

●
保
健
福
祉
課
よ
り

　

☎
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
８

●
大
和
消
防
分
駐
所

　

☎
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
9

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

０
９
９
７-

５
３-

２
９
６
９

ミカンコミバエ
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村
田 

靖
明
さ
ん
（
思
勝
）

満
永 
聖
奈
さ
ん
（
思
勝
）

仲
宗
根 
朋
之
さ
ん
（
大
金
久
）

賀
川 

明
利
香
さ
ん
（
大
金
久
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

塩
見 

海か
い
と人
さ
ん

（
保
護
者 

雅
人
・
さ
つ
き
／
津
名
久
）

藤
村  

李り
ょ
く句
さ
ん

（
保
護
者 

雄
樹･

真
実
／
大
棚
）

向
井  

結ゆ

な菜
さ
ん

（
保
護
者 

惇･

博
美
／
大
金
久
）

奥
田 

ら
き
さ
ん

（
保
護
者 

祐
介･

真
希
／
名
音
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

北
村 

芳
哉 

様
（
85
歳
・
思
勝
）

森 

茂
樹 

様
（
69
歳
・
大
棚
）

木
下 

律
子 

様
（
88
歳
・
湯
湾
釜
）

森
岡 

る
り
子
様
（
48
歳
・
大
和
浜
）

徳
永 

昭
夫
様
（
86
歳
・
宇
検
村
）

福
島 

典
子
様
（
90
歳
・
津
名
久
）

西
田 

ハ
ル
様
（
90
歳
・
奄
美
市
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

北
村 

ス
ミ
エ
様
（
故 

北
村
芳
哉 

様
）

福
島 

和
也
様
（
故 

福
島
典
子 

様
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
井　

博
之
様
（
京
都
府
）

森　

貴
志
様
（
大
阪
府
）

岩
淵　

輝
美
様
（
東
京
都
）

渡
邉　

光
様
（
福
井
県
）

江
浪　

ま
つ
み
様
（
兵
庫
県
）

中
進　

美
孝
様
（
長
野
県
）

伊　

成
実
様
（
大
阪
府
）

福
山　

成
美
様
（
埼
玉
県
）

こせきの窓

人口 1435 人 （△ 37）
男 715 人 （△ 2）
女 720 人 （△ 35）
世帯 859 世帯 （△ 13）

　10 月 31 日現在
（前年同月比）

野生動物の交通事故防止のため、
アマミノクロウサギ輪禍件数を掲載しています。

ロードキル
ストップ

今年２７件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2020 年 10 月 6 日現在

不明・その他　４１件

事故をおこさないために
・夜間は特にゆっくり運転すること
・県道や国道でも動物が出てくる可能性
があると思って運転すること
死体を見つけたらセンターに連絡して下
さい。
野生生物保護センター　５5 －８６２０

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

保護者からのコメント

「シマの自然に囲まれて心豊かに伸び

伸びと育ってね。」

父 広正さん　

母 恵さん（大和浜）
父 陽介さん　

母 美穂子さん（津名久）

保護者からのコメント

「表情豊かで好奇心旺盛な一十。これ

からもたくさん遊んでいろんな表情を

見せてね！」

資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率
農・林業振興資金

（サトウキビ、畜産、果樹園芸、野菜、花き等／樹苗、椎茸、木材生産加工）
設備資金

個人 1,800 万円
法人 3,600 万円

5 ～ 15 年 0.30~0.45%

水産業振興資金
（漁船取得、改造、装備購入、養殖施設整備、共同利用施設等）

設備資金
個人 2,000 万円
法人 4,000 万円

5 ～ 20 年 0.45~0.95%

観光関連産業振興資金
（民宿、ホテル、遊漁船、ダイビング、観光ガイド、土産品製造等）

設備資金
運転資金

個人・法人
１億円

設備 20 年
運転 7 年

設備 1.46~2.65%
運転 1.86~2.86%

流通・加工業等振興資金（一時産業従事者の運転資金）
（農林水産物等の流通加工業等）

設備資金
運転資金

個人・法人
１億円

設備 20 年
運転 7 年

設備 1.46~2.65%
運転 1.86~2.86%

地域資源等振興資金
（大島紬、黒糖焼酎等の特産品並びに地域の資源・技術等を活用した

商品の製造・販売業） 

設備資金
運転資金

個人・法人
１億円

設備 20 年
運転 7 年

設備 1.46~2.65%
運転 1.86~2.86%

地域活性化・雇用促進資金
（情報通信産業、企業立地、雇用の促進等地域活性化に資する事業）

設備資金
運転資金

個人・法人
１億円

設備 20 年
運転 7 年

設備 1.46~2.65%
運転 1.86~2.86%

　開発基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事業者の方々への事業資金
の円滑な供給に努めています。融資の種類や貸し付け期間などの詳細は下記をご覧下さい。

【問い合わせ】独立行政法人奄美群島振興開発基金 本部 業務課   電話０９９７ｰ５２ｰ４５１１
ホームページ http://www.amami.go.jp　E メール kikin@amami.go.jp

●保証業務は、事業者の方々が金融機関から借入を行う際に、開発基金が信用保証を行うことで円滑な資金供給を支援する制度です。

　大和村地域商品券は

　　　　ご利用になりましたか？

　　利用期限は令和 2年 12月 31日です。

まだ受け取られていない方は、
平日 8時半から 17 時 15 分までに

防災センター2階の企画観光課へお越しください。
　

大
和
村
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト

ポ
リ
ス
の
指
定
管
理
者
を
左
記
の
と
お
り
公
募
し
ま

す
。

　
　
　
　
　

大
和
村
長　

伊
集
院　

幼

●
応
募
者
の
資
格
：
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
本
島
内
に

会
社
事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は
営
業
所
を
有
し
、
奄

美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
管
理
運
営
が
十
分
に
で
き

る
企
業
・
団
体

注
意
：
個
人
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
公
募
申
請
受
付
期
間
：
令
和
２
年
11
月
30
日(
月)

午
前
9
時
か
ら
令
和
３
年
１
月
29
日(

金)

午
後
5
時

15
分
ま
で

注
意
：
郵
送
の
場
合
は
令
和
３
年
１
月
29
日
の
消
印

有
効
と
し
ま
す
。　

＊
公
募
要
領
の
詳
細
及
び
申
請
様
式
等
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
11
月
30
日
か
ら
令
和
３
年
１
月
15
日
ま
で

の
間
大
和
村
産
業
振
興
課
及
び
大
和
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.vill.yam
ato.lg.jp

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
９
４-

３
１
９
２　

鹿
児
島
県
大
島
郡
大
和
村
大

和
浜
１
０
０
番
地

大
和
村
産
業
振
興
課

電
話
0
9
9
7
‐
５
７
‐
2
1
5
3
（
直
通
）

後藤 晴
は る や

耶 さん

永田 一
か ず と

十 さん

【
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
募
に
つ
い
て
】

【奄美群島振興開発基金の融資制度のご案内】

【
免
許
試
験
の
受
験
予
約
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

　

鹿
児
島
県
運
転
免
許
試
験
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

受
験
者
が
多
い
来
年
の
２
月
、
３
月
に
、
運
転
免
許

試
験
場
で
の
免
許
試
験
を
一
部
予
約
制
に
し
て
受
験

者
数
を
制
限
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
県
公
安
委
員
会
指
定
の
自
動

車
学
校
を
卒
業
し
た
普
通
免
許
、
準
中
型
免
許
の
受

験
者
に
な
り
ま
す
。

　

制
限
期
間
は
令
和
３
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
２

か
月
間
で
、
一
日
の
試
験
回
数
を
午
前
と
午
後
の
２

回
実
施
し
、
一
日
あ
た
り
の
受
験
者
数
を
お
お
む
ね

２
０
０
人
と
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
原
則
、
午
前
が
８
時
30
分
か
ら
午

前
９
時
10
分
、
午
後
が
１
時
か
ら
１
時
30
分
に
な
り

ま
す
。

　

卒
業
し
た
自
動
車
学
校
か
ら
受
験
す
る
日
時
と
場

所
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
で
予
約
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
初
回
の
適
性
試
験
及
び
学
科
試
験
に
不
合

格
の
方
は
、
２
回
目
以
降
は
合
格
す
る
ま
で
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
運
転
免
許
試
験
会
場
を
管
理
す
る
免
許

試
験
課
（
電
話
０
９
９
５-

６
５-

２
２
９
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合同会社ひらとみ売店

冷凍海産物と

水産加工品を

入荷予定
住所：大和浜 産業振興センター内

営業時間：平日 8：30 ～ 17:15

電話：０９９７‐５７‐２６００

置いてほしい商品を教えて下さい
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ひ
ら
と
み
朝
市

発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

令
和
2
年
12
月
27
日 

日
曜
日

思
勝
港
湾
に
て
午
前
9
時
～

ひ
ら
と
み
朝
市

今年は農林水産物、正月用品
などの販売のみ行います。

大和村長のフォトダイアリー

写真と共に村長の活動を報告いたします。

　11 月は、「いーもれ学校週間」ということで、
９日から久しぶりに村内各校をまわり、授業
の見学と併せて学校給食をご一緒させて頂き
ました。初日は今里小学校で、その後大和小
学校、大棚小学校、大和中学校、最後が名音
小学校でした。
　沢山の質問を受けたり、将来なりたい職業
の話をしたりと児童・生徒の皆さんと楽しい
ひとときを過ごすことができました。

　さて、児童の中には、先生たちに見守られながら苦手な食材を頑張って食べる子もいま
した。学校給食は、いろんな食材が入っているため、嫌いな食べ物の克服にもなるし、栄
養士が立てたバランスの良い献立で生活習慣病のリスクを下げられます。食べ物を粗末に
することなく、給食センタ－の皆さんや農家さんに感謝しながら食べて頂きたいと思います。

名音小学校での給食


